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単
な
る
描
写
に
終
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ず
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に
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夫
が
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え
る
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夫
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作
者
自
身
の
感
性
に
よ
る
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の
把
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あ
る
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自
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握
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巻
く
菜
園
に
力
み
な
ぎ
る
か
ぼ
ち
ゃ
転
が
る

夏
の
日
を
浴
び
て
蔓
巻
く
菜
園
に
力
み
な
ぎ
る
か
ぼ
ち
ゃ
転
が
る

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

　

転
が
っ
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は
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に
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を
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の
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ぐ
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々
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青
葉
風
と
対
応
し
て
さ
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で
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一
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と
思
う
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よ
ひ
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こ
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よ
う
だ
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お
盆
の
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の
馬
で
あ
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。
ほ
ほ
え
ま
し
い
感
じ
が
あ
る
。
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ほ
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ま
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が
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元
気
な
立
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が
見
え
て
嬉
し
い
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し
い
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の
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め
き
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未
草
は
睡
蓮
の
正
し
い
名
。
谷
川
の
美
し
さ
も
見
え
る
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未
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は
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見
え
る
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喜
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げ
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満
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の
群
れ
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せ
る
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雨
の
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３
日
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家
墓
地
、

　

８
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３
日
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家
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地
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６
日
泣
塔
、
９
月
３
日
十
二

６
日
泣
塔
、
９
月
３
日
十
二

所
果
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。要
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込
。鎌
倉
風

所
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存
会
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保
存
会
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▼
鎌
倉
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跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
歩
い
て
見
よ
う
宿
場
・
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い
て
見
よ
う
宿
場
・
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月
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・
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・
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日
藤
沢
駅

３
・
４
・
５
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９
日
藤
沢
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北
口
。
遊
行
寺
、
藤
沢
宿
跡

北
口
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遊
行
寺
、
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沢
宿
跡

な
ど
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▽

な
ど
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▽
夏
風
爽
や
か
な
建

夏
風
爽
や
か
な
建

長
寺
と
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塔
頭
円
応
寺

長
寺
と
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頭
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応
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月
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北
鎌

日
北
鎌

倉
駅
東
口
。
建
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寺
、
円
応

倉
駅
東
口
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建
長
寺
、
円
応

寺
。
▽

寺
。
▽
秋
の
花
咲
く
寺
院
に

秋
の
花
咲
く
寺
院
に

愛
称
あ
る
お
地
蔵
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ま
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る
お
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ま
９
月
９
月
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・
８
・

３
・
８
・
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日
鎌
倉
生

日
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
。
安
養

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
。
安
養

院
、
宝
戒
寺
な
ど
。
▽

院
、
宝
戒
寺
な
ど
。
▽
鎌
倉
鎌
倉

に
残
る
江
戸
後
期
の
四
大
建

に
残
る
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戸
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の
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大
建

築
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月
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駅
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覚
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。
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長
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、
妙
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覚
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側
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、
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本
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な
ど
。
▽

本
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な
ど
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初
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の
秘

初
秋
の
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境 

台
峯
緑
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峯
緑

地
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ら
隠
れ
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か
ら
隠
れ

里
へ
里
へ
９
月
９
月
1313

・
1616
・
2727
・

3030
日
北
鎌
倉

日
北
鎌
倉

駅
交
番
横
。

駅
交
番
横
。

光
照
寺
、其

光
照
寺
、其

中
山
房
跡
な

中
山
房
跡
な

ど
。
各
５
百

ど
。
各
５
百

円
（
交
通
費

円
（
交
通
費

・
拝
観
料

・
拝
観
料

別
）。
申
込

別
）。
申
込

は
１
週
間
前

は
１
週
間
前

ま
で
に
ハ
ガ

ま
で
に
ハ
ガ

キ
か
キ
か
℻  ℻  
で
。
で
。

鎌
倉
ガ
イ
ド

鎌
倉
ガ
イ
ド

協
会
☎

協
会
☎
2424
・

６
５
４
８

６
５
４
８
℻  ℻  
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
鎌
倉
ぼ
ん
ぼ
り
ウ
ォ
ー
ク

鎌
倉
ぼ
ん
ぼ
り
ウ
ォ
ー
ク

　

８
月
６
日

　

８
月
６
日
1414
時
5050
分
、
亀

分
、
亀

岡
八
幡
宮
。
池
子
散
策
路
か

岡
八
幡
宮
。
池
子
散
策
路
か

ら
鶴
岡
八
幡
宮
へ
。５
百
円
。

ら
鶴
岡
八
幡
宮
へ
。５
百
円
。

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会
☎
０
９

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会
☎
０
９

０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

０
・
２
６
３
３
・
３
７
１
５

▼
第
7575
回
実
朝
祭
奉
納
俳
句
会

回
実
朝
祭
奉
納
俳
句
会

　

８
月
６
日

　

８
月
６
日
1616
時
〜
時
〜
2020
時
、
時
、

も
ぎ
り
な
ど
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ

も
ぎ
り
な
ど
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ

ス
ト
体
験
（
小
中
学
生
、
無

ス
ト
体
験
（
小
中
学
生
、
無

料
）
。

料
）
。
1414
・
1515
時
、
プ
ロ
に

時
、
プ
ロ
に

学
ぶ
吹
奏
楽
の
楽
器
体
験

学
ぶ
吹
奏
楽
の
楽
器
体
験

（
小
学
生
以
上
、
無
料
）
な

（
小
学
生
以
上
、
無
料
）
な

ど
。
ど
。
1515
時
、
ダ
ン
ス
集
団
コ

時
、
ダ
ン
ス
集
団
コ

ン
ド
ル
ズ
の
シ
ョ
ー
（
５
百

ン
ド
ル
ズ
の
シ
ョ
ー
（
５
百

円
）
も
。
☎
０
４
６
・
８
７

円
）
も
。
☎
０
４
６
・
８
７

０
・
６
６
２
２

０
・
６
６
２
２

▼
歌
の
サ
ロ
ン

歌
の
サ
ロ
ン

　

８
月

　

８
月
1010
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し

い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
千

い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
千

円
。古
川
方
☎

円
。古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
自
然
教
育
教
室
「
池
子

自
然
教
育
教
室
「
池
子

の
森
か
ら
地
球
の
道
へ
」

の
森
か
ら
地
球
の
道
へ
」

　

８
月

　

８
月
1919
日
1010
時
、
逗
子
の

時
、
逗
子
の

池
子
の
森
自
然
公
園
。
森
の

池
子
の
森
自
然
公
園
。
森
の

中
を
歩
き
地
球
の
歴
史
を
体

中
を
歩
き
地
球
の
歴
史
を
体

感
。
逗
子
在
住
の
小
学
４
〜

感
。
逗
子
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
。無
料
。

６
年
。無
料
。℻  ℻  
で
申
込
。
逗

で
申
込
。
逗

子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
℻  ℻  

０
４
６
・
８
７
３
・
０
２
２
６

０
４
６
・
８
７
３
・
０
２
２
６

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

 

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
８
月
８
月
1717
・

1818
・
1919
・
2020
・
2121
・
2222
・
2323

日
大
船
の
千
里
ビ
ル
。
午
前

日
大
船
の
千
里
ビ
ル
。
午
前

学
び
、
午
後
遊
び
。
千
円
。

学
び
、
午
後
遊
び
。
千
円
。

小
中
学
生
と
保
護
者
。
☎

小
中
学
生
と
保
護
者
。
☎
8484

・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
８
月
８
月
2020
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

▽
山
歩
き

山
歩
き
2121
日
９
時
、
山
ノ

日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎

月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
第
1313
回
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー

回
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月

　

８
月
2222
日
1010
時
、
逗
子
市

時
、
逗
子
市

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
「
福

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

福
祉
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、

福
祉
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、

逗
子
の
地
域
福
祉
活
動
の
報

逗
子
の
地
域
福
祉
活
動
の
報

告
、
講
演
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

告
、
講
演
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
。
無
料
。
要
申
込
。

ク
な
ど
。
無
料
。
要
申
込
。

逗
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

逗
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
８
０
３
７

０
４
６
・
８
７
３
・
８
０
３
７

▼
桜
の
樹
名
板
づ
く
り

桜
の
樹
名
板
づ
く
り

　

８
月

　

８
月
2222
日
９
時
、
大
船

日
９
時
、
大
船

駅
周
辺
整
備
事
務
所
。
鎌

駅
周
辺
整
備
事
務
所
。
鎌

倉
の
小
学
生
以
下
の
子
ど

倉
の
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
。
無
料
。
申
込
は
メ
ー
ル

も
。
無
料
。
申
込
は
メ
ー
ル

sakuraaigokai@
gm
ail.

sakuraaigokai@
gm
ail.

com
com

で
。
砂
押
川
プ
ロ
ム

で
。
砂
押
川
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
桜
愛
護
会
☎
０
９
０

ナ
ー
ド
桜
愛
護
会
☎
０
９
０

・
５
７
８
５
・
１
８
７
３

・
５
７
８
５
・
１
８
７
３

▼
ら
ん
ま
先
生
の
ｅ
ｃ
ｏ
実

ら
ん
ま
先
生
の
ｅ
ｃ
ｏ
実

験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

　

８
月

　

８
月
2323
日
1010
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ら
ん
ま

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ら
ん
ま

先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
地

先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
地

球
環
境
を
考
え
る
。
鎌
倉
在

球
環
境
を
考
え
る
。
鎌
倉
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
。
無
料
。

住
・
在
勤
・
在
学
者
。
無
料
。

申
込
は

申
込
は
2222
日
ま
で
に
。
市
環

日
ま
で
に
。
市
環

境
政
策
課
☎

境
政
策
課
☎
6161
・
３
４
２
１

・
３
４
２
１

▼
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大

船
植
物
園
の
セ
ミ
ナ
ー

船
植
物
園
の
セ
ミ
ナ
ー

　

Ａ
押
し
花
ア
ー
ト
教
室

Ａ
押
し
花
ア
ー
ト
教
室
９

月
1010
日
1010
時
半
・

時
半
・
1313
時
半
。

時
半
。

３
千
円
。

３
千
円
。
Ｂ
秋
の
こ
け
玉
盆

Ｂ
秋
の
こ
け
玉
盆

栽
作
り

栽
作
り
９
月
９
月
2424
日
1010
時
・
時
・
1313

時
半
。
２
千
円
。

時
半
。
２
千
円
。
Ｃ
秋
の
デ

Ｃ
秋
の
デ

ジ
カ
メ
教
室

ジ
カ
メ
教
室
９
月
９
月
2828
日
９
時

日
９
時

半
・
半
・
1313
時
半
。
千
円
。
申
込

時
半
。
千
円
。
申
込

は
Ａ
は
2020
日
ま
で
、

日
ま
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
は

3131
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

〒
２
４
７
―
０
０
７
２
岡
本

〒
２
４
７
―
０
０
７
２
岡
本

１
０
１
８
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

１
０
１
８
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

入
園
料
３
６
０
円
。
☎

入
園
料
３
６
０
円
。
☎
4646
・

２
１
８
８

２
１
８
８

▼
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ 

小
学
生

小
学
生

が
つ
く
る
『
け
っ
こ
ん
し
き
』

が
つ
く
る
『
け
っ
こ
ん
し
き
』

　

８
月

　

８
月
2525
日
1111
時
、
長
谷
の

時
、
長
谷
の

萬
屋
本
店
。
結
婚
式
の
プ
ロ

萬
屋
本
店
。
結
婚
式
の
プ
ロ

に
学
び
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ

に
学
び
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
ナ
ー
、
パ
テ
ィ
シ
エ
な

ラ
ン
ナ
ー
、
パ
テ
ィ
シ
エ
な

ど
の
仕
事
を
体
験
。
小
学
生

ど
の
仕
事
を
体
験
。
小
学
生

と
親
。
１
組
千
５
百
円
。
要

と
親
。
１
組
千
５
百
円
。
要

申
込
。
☎

申
込
。
☎
2424
・
２
０
４
０

・
２
０
４
０

海
に
関
す
る
展
示
な
ど
。

海
に
関
す
る
展
示
な
ど
。

ル
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

ル
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ーinfo_

info_

carnival@
rootculture.jp

carnival@
rootculture.jp

▼
あ
お
ぞ
ら
園
の
納
涼
祭

あ
お
ぞ
ら
園
の
納
涼
祭

　

８
月
３
日

　

８
月
３
日
1616
〜
1818
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
市
笛
田
の
あ
お
ぞ
ら
園
。

倉
市
笛
田
の
あ
お
ぞ
ら
園
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
、
手
作
り

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
、
手
作
り

お
も
ち
ゃ
の
店
、
ヨ
ー
ヨ
ー

お
も
ち
ゃ
の
店
、
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
、
太
鼓
演
奏
な
ど
。
同

つ
り
、
太
鼓
演
奏
な
ど
。
同

園
☎
園
☎
3232
・
０
７
３
９

・
０
７
３
９

▼
ふ
か
さ
わ
夏
ま
つ
り

ふ
か
さ
わ
夏
ま
つ
り

　

８
月
６
・
７
日

　

８
月
６
・
７
日
1212
〜
2121

時
、
鎌
倉
市
立
深
沢
小
学
校

時
、
鎌
倉
市
立
深
沢
小
学
校

校
庭
と
周
辺
。
ず
ん
ど
こ
踊

校
庭
と
周
辺
。
ず
ん
ど
こ
踊

り
、
灯
篭
流
し
な
ど
。
原
山

り
、
灯
篭
流
し
な
ど
。
原
山

方
☎
０
９
０
・
８
１
１
４
・

方
☎
０
９
０
・
８
１
１
４
・

９
７
４
３

９
７
４
３

▼
第
4444
回
清
和
納
涼
祭

回
清
和
納
涼
祭

　

８
月

　

８
月
2020
日
1717
〜
1818
時
半
、

時
半
、

鎌
倉
市
植
木
の
障
害
者
生
活

鎌
倉
市
植
木
の
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
清
和
。

支
援
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
清
和
。

模
擬
店
、
作
品
販
売
、
か
き

模
擬
店
、
作
品
販
売
、
か
き

氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
無
料
進

氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
無
料
進

呈
。
☎

呈
。
☎
4646
・
８
７
０
０

・
８
７
０
０

▼
市
民
の
浜
の
盆
踊
り
大
会

市
民
の
浜
の
盆
踊
り
大
会

　

８
月

　

８
月
2121
日
1717
〜
2020
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
中
央
海
水
浴
場
。
無
料
。

倉
中
央
海
水
浴
場
。
無
料
。

実
行
委
☎
０
８
０
・
１
７
９

実
行
委
☎
０
８
０
・
１
７
９

７
・
６
６
９
６

７
・
６
６
９
６

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
８
月
８
月
2626
日

９
〜
９
〜
1515
時
。
雑
貨
・
衣
類
・

時
。
雑
貨
・
衣
類
・

手
造
り
品
な
ど
約

手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
▽

店
。
▽

骨
董
市

骨
董
市
2727
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
出

時
。
出

店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０
９

店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０
９

０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
第
1616
回
幸
寿
会
夏
祭
り

回
幸
寿
会
夏
祭
り

　

８
月

　

８
月
2727
日
1212
〜
1515
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
市
関
谷
の
鎌
倉
幸
寿
苑
。

倉
市
関
谷
の
鎌
倉
幸
寿
苑
。

盆
踊
り
、
屋
台
、
ゲ
ー
ム
な

盆
踊
り
、
屋
台
、
ゲ
ー
ム
な

ど
。
☎

ど
。
☎
4242
・
５
３
８
８

・
５
３
８
８

　

８
月
９
日
（
火
）

　

８
月
９
日
（
火
）
1212
時
半
、
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
。

時
半
、
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
。

　

県
歌
人
会
の
主
催
で
、
県
知
事
賞
、
鎌
倉
市
長
賞
、
鎌
倉

　

県
歌
人
会
の
主
催
で
、
県
知
事
賞
、
鎌
倉
市
長
賞
、
鎌
倉

朝
日
賞
な
ど
が
選
出
さ
れ
る
。

朝
日
賞
な
ど
が
選
出
さ
れ
る
。

　

歌
人
・
谷
岡
亜
紀
さ
ん
の
講
演
「
百
人
一
首
と
源
実
朝
」

　

歌
人
・
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講
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講
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７
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９
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鎌
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鎌
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催
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催
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